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自動車研究部における研究の概要と方向性
 

自動車研究部 河合 英直

．はじめに

近年、自動車に対する先進技術の導入が著しく、また

その開発速度も速くなってきている。自動車研究部にお

いても自動車の安全、環境に係る先進技術に対して柔

軟かつ総合的に対応するのみでなく、普及が見込まれる

将来技術に対しても調査研究を行い、自動車全般に対

する安全・環境に係る国の施策立案・基準策定を技術

的に支援していくことを目的として種々の課題に取

り組んでいる。

安全分野において、国土交通省は車両の安全対策に

より 年の交通事故死者数を 年比で約 人

削減する数値目標を掲げており、この目標達成のために

は衝突安全によって車両乗車時の死者数を削減するの

みならず、さらに積極的に事故を未然に防止し、歩行

者、自転車乗員、高齢者に代表される交通弱者の被害を

削減することが重要となる。自動車研究部では、交通弱

者の被害軽減と自動運転を見据えた先進安全技術の効

果評価に着目しつつ調査・研究を進めている。

環境分野においては、大気環境保護のため、厳しい

排出ガス規制と高水準の燃費基準の両立が求められて

いる。この要求に応えるため、新しい燃焼技術や排出ガ

ス浄化技術とともに電動化技術が導入され、それらを緻

密に制御する先進技術の搭載が進んできている。このよ

うな先進技術が搭載された車両において、実際の走行状

態における排出ガス低減、燃費性能向上を効果的に進

めるためには、代表的走行条件において評価を行う従来

の台上試験だけではなく、様々に条件が変化する実路

走行時の排出ガス、燃費の評価を可能とする路上走行

試験が重要になる。 年に米国において発生したディ

ーゼル乗用車に対する排出ガス不正事案を受け、国内

においてもディーゼル乗用車に対する検査方法の見直

しが検討され、 年度より路上走行検査を導入するこ

とが提言された。自動車研究部では、以前より車載式排

出ガ ス 測定 シ ス テ ム

を活用した研究を進めてきたが、

この 研究により培った知見を基に、検査方法の見

直しに積極的に協力するとともに、国内に導入される路

上走行検査方法について技術的検討を進めている。ま

た、将来の政策検討に役立てることを目的に、現在採用

されている技術にとどまらず、将来採用が見込まれる先

進技術が排出ガスや燃費に及ぼす影響等について詳細

に予測する為の研究も進めている。

自動車研究部では、部内に衝突安全、予防安全、電

気・電子技術・情報、視認性、点検整備、大気環境、電動

系、騒音のグループを構成し、自動車全般に係る技術行

政の推進に資する調査・研究及び国際基準調和活動に

対する技術支援に取り組んでいる。

２．研究概要

２．１．衝突安全グループ

衝突安全グループでは、交通事故の多様な実態を踏

まえ、車両の衝突安全について広く検討している。交通

事故の調査解析、実車衝突実験、スレッド実験等による

コンポーネント試験、シミュレーション解析等を行うととも

に、頭部傷害に関する生体工学についても継続的に研

究に取り組んでおり、交通弱者も念頭に衝突事故被害軽

減を一層図るため子供乗員、高齢者乗員、自転車乗員

等の保護に関する調査・検討を行っている。自転車乗員

保護に関しては、未だ明らかにされていない点も多い交

差点での事故実態について詳細な調査を行うとともに、

車両対歩行者の場合と比較して、その移動速度も速く、

並進時の事故や後突事故も多いという特徴を持つ対自

転車事故に対する効果的な対策と先進安全技術のあり

方及びそれらの評価手法に関して検討している。

２．２．予防安全グループ

交通弱者に対する効果が期待される先進技術を用い

た予防安全技術の交通社会への普及を支援するため、
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その試験法の検討や効果評価に関する研究を実施して

いる。同時に、将来の自動運転車の安全な普及につな

がる要素技術の作動特性、安全な手動操作への遷移方

法等人とシステムとの相互関係に関する研究を進めてい

る。また、高齢者等の認知障害や発作・急病等に由来す

る交通事故の増加が懸念されている中で、杏林大学医

学部とも協力し、高齢ドライバ等にとって有効な運転支援

方策を検討し、より効果的な安全運転支援技術を明らか

にする研究も行っている。

２．３．電気・電子技術・情報グループ

自動運転技術の導入を見据え、電子制御装置に係る

安全性・信頼性を確実に確保するため、不具合検出方

法、電磁両立性に関する評価方法等に関する研究を進

めている。さらに、昨今の車両の著しい電子制御化の進

展に伴い、車両に係る電子情報安全性の確保が必要と

なってきているが、この新しい課題に対する考え方の構

築や基準の必要性、試験方法等について国際調和も念

頭におきながら調査研究を進めている。

２．４．視認性、点検整備グループ

夜間における歩行者の被視認性向上を目的として前照

灯の高光度化や配光可変型前照灯などの先進技術が導

入されつつある。これらによりドライバからの夜間におけ

る歩行者の被視認性は向上するが、その一方歩行者に

与える影響については明らかになっていない点も多い。

自動車研究部ではこれら先進自動車用灯火が歩行者や

自転車乗員の行動に与える影響を調査し、新たな灯火

等の有用性、評価法に関する研究を進めている。

点検整備に関しては、運転支援装置の普及に伴い、多

数の電子制御システムが搭載された自動車に対応した

自動車検査が求められており 、

を活用した検査の可能性及び検査方法等

について調査、研究を実施している。

２．５．大気環境グループ

自動車に起因した大気環境汚染を改善すべく、車載

式排出ガス測定システム（ ）等を用いて様々な車両

運転状態における実走行時の有害排気物質の計測、評

価手法に関する研究を進めている。さらに、実際の使用

条件をより反映した燃費評価手法等を確立することを目

的に、いわゆるカタログ燃費と実燃費の乖離につながる

因子の解明や車種毎の走行状態による燃費変動等を考

慮した実用燃費評価方法に関する研究に取り組んでい

る。次世代の大型車を見据えたプロジェクトでは、将来の

自動車用動力源としてのエネルギーの多様化を視野に

入れて、低環境負荷車両の開発、評価法の確立を目指

している。高度化するパワートレイン系の評価方法やリア

ルワールドにおける環境性能の実態把握と評価方法等

に関する課題にも取り組んでいる。

２．６．電動系グループ

燃料電池自動車、電気自動車等に特有のバッテリ性

能の劣化影響等について、電池安全性にも留意しなが

ら、エネルギー消費効率等の環境性能を正しく評価する

ため、安全・環境性能双方に係る評価に関する研究を行

っている。また、燃料電池自動車の水素燃料消費率測定

に影響を及ぼす因子の抽出及び一充填走行距離試験

法を策定するために必要な研究を進めている。さらに、

ハイブリッド重量車等の燃費、排出ガス評価について、

高精度で柔軟性を持つ新たなハイブリッド台上試験法に

関する研究も進めている。

２．７．騒音グループ

交換用マフラーを用いた騒音測定を行い、使用過程

車の車外騒音の実態把握及びマフラー性能等確認制度

の見直しに資する研究を進めている。また、国連の車外

騒音に関する会議（ ）において、商用車等の後退時

の警報音に関する新たな基準策定の動きがあり、当所で

は、この基準策定を技術的に支援するため、提案の根拠

となる研究を行っている。

３．外部連携

自動車研究に関する種々の課題について、東京工業

大学、千葉大学、早稲田大学、芝浦工業大学、首都大学

東京、東京農工大学、電気通信大学、杏林大学病院等と

の共同研究や 、 米 、 米 、

米 、 独 、 Ü 独 、 米 、 英

等の研究機関等との連携、情報交換を進めている。特

に、 とは定例的に環境研究に関する意見交

換を実施しており、また とは、安全研究の幅広いテ

ーマについて協力しており、年に数度、双方の研究者が

お互いを訪問し、具体的な研究テーマに関して意見交

換、詳細議論を行っている。

４．まとめ

近年の自動車は、高度運転支援システムや複雑な制

御など次々に先進技術が導入されている。これらの技術

を搭載した車両の性能を公正、適切に評価することが新

しい技術の導入・普及につながり、更なる事故の削減、

大気環境の一層の保全に貢献出来ると考える。今後も、

自動車の安全、環境に関わる種々の課題に積極的に取

り組んで行く。


